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〔実践報告〕
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１．はじめに
　ICTの発達に伴い、大学の授業においても、ICTを活用し、授業改善を行う試みが多く
なりつつある。
　本稿の執筆者らが勤務している大分県立芸術文化短期大学でも、2019年度より、語学演
習室のシステム更新に伴い、従来のデスクトップパソコンを改め、ポータビリティ性が高
く、機械を介しつつ、同時に教員と学生、学生と学生による対面コミュニケーションを行
いやすいタブレット（iPad）環境を構築することを検討していた。その結果、学生用のiPad 
pro（11ch）60台と、タブレット授業を支援するシステムであるロイロノート・スクール
（以下、ロイロノート）を導入することになった。
　本稿では、導入初年度において、iPadとロイロノートを用いた授業の実践報告を行う。
導入した授業は、語学系の授業と実習系の授業である。語学系の授業は、許挺傑氏が担当
している中国語の授業と、千賀喜史氏が担当している「ビジネス英語」という英語の授業
である。また、実習系の授業は、山口祥平氏が担当している「地域コンテンツ論」という
授業である。それぞれの授業において、担当教員がiPadとロイロノートをいかに利用した
かについてまとめる。
　以下第２節では、ロイロノートのサービスや機能について紹介し、第３節では３人の教
員の授業実践を報告する。最後の第４節では、まとめと今後の課題について述べる。
２．ロイロノートについての紹介
　この節では、ロイロノートのサービスと機能について紹介する。
　ロイロノートは、株式会社LoiLoが開発・販売しているタブレット授業を支援するため
のICTツールである（https://n.loilo.tv/ja/）。
　上記の公式サイトによると、ロイロノートは、現在（2019年12月現在）公立、私立の小
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学校・中学校・高等学校・大学・塾等1000校以上に導入されているという。しかし、導入
校一覧を見ると、小学校、中学校、高校等に比べ、大学での導入校数はまだ比較的少ない
ようである。実際、筆者の許挺傑氏と千賀喜史氏は、勤務先の大学での本格的な導入に先
立ち、株式会社LoiLoが2019年３月21日に実施したロイロノートの研修会１に参加したが、
当時の状況を振り返ると、やはり小学校、中学校、高校の教員が多く、大学の教員は全体
的に少ないという印象を受けた。しかし、学校教育におけるICTの普及に伴い、ロイロ
ノートの大学での導入実績も、今後増えていくであろうと予想される。
　利用料金に関しては、「共有タブレット専用プラン」と「１人１台タブレットプラン」
があり、各学校の現状に応じて、選択可能となっているが、大分県立芸術文化短期大学で
は、「１人１台タブレットプラン」ではなく、「共有タブレット専用プラン」を利用してい
る。具体的に、学生用iPad pro（11ch）60台と教員用iPad pro（12.9ch）２台を整備した
と同時に、学生用のロイロノートidを年間200人分、５年間継続購入という形をとってい
る。なお、教員のロイロノートidは無料で発行されている。
　ロイロノートを利用するにあたって、教員と学生がそれぞれ発行されたidとパスワード
を使って、ログインする必要がある。ログインしたら、事前に設定しておいた授業を選択
して、ノートを作成する。
　ノート内において、作成できるカードの種類としては、「写真・動画カード」「文字カー
ド」「webカード」「地図カード」「シンキングツールカード」などがある。これらは、【図
１】の左側にある「カメラ」タブ、「テキスト」タブ、「web」タブ、「地図」タブ、「シン
キングツール」タブを利用することで、作成可能である。また、ロイロノート以外のソフ
トウェアで作成した資料を読み込む場合は「ファイル」タブを利用するとよい。このよう
に、ロイロノート内において、様々なカードを作成することが可能であるが、授業におい
ては、種類豊かなカードの特徴を理解し、授業運営上の様々なニーズに応じて使分けるこ
とが肝要である。授業では、教員による資料提示と配布、学生による課題の提出、提出物
の確認、学生同士の協同学習など、すべてカードを有効利用することで可能となる。ま
た、授業で利用されたカードは、目的に応じて蓄積していけば、そのまま学生の学修ポー
トフォリオにもなる。
１　筆者らが参加した研修会は、横浜大さん橋ホールで行われたもので、公式記録では、およそ
300名を超える学校関係者が参加したという。詳細に関しては、さらに以下のサイトを参照され
たい。
　　https://docs.google.com/document/d/1fnlKd0wl1ArL69hialmxddT3-cS8da4-3kxtNGDk7x8/edit
?fbclid=IwAR0jjbPsXytenNNH26k923JNWIjnjl2YKsYldB2ULL3sQDsViwR27-kRvHI（2019年
12月09日閲覧）
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３．語学系の授業と実習系の授業での実践報告
　この節では、導入初年度の2019年度において、語学系の授業と実習系の授業の中で、上
記のiPadとロイロノートをそれぞれいかに活用したかについて、３名の教員による授業実
践の内容を報告する。導入した授業の科目名、担当教員、受講者数、開講時期等の情報は
以下の【表１】の通りである。
【図１】ロイロノートの操作画面
【表１】ロイロノートを導入した授業の一覧（2019年度）
科目名 担当教員 受講者数 開講時期等
中国語Ⅱa 許挺傑 18名 前期・選択・２年生
中国語Ⅱb 許挺傑 ９名 後期・選択・２年生
中国語
コミュニケーション
許挺傑 ８名 前期・選択・１年生
ビジネス英語 千賀喜史 41名 前期・選択・１年生
地域コンテンツ論 山口祥平 16名 前期・選択・１年生
許　　挺傑・千賀　喜史・山口　祥平
- 212 -
　以下では、それぞれの授業の概要とともに、授業の特徴に応じて、iPadとロイロノート
の数多くの機能のうち、各教員が何をどのように利用したか、また、学生の反応や教員の
気づきなどについて実践報告をまとめる。
3.1　中国語の授業での実践報告
3.1.1　授業概要と授業での活用方法
　この節では、筆者の一人、許挺傑氏が担当している中国語の授業での実践報告を行う。
許は、これまで【表１】にあるように３つの授業において、iPadとロイロノートを活用し
てきた。初めて導入したのは、2019年度前期開講の「中国語Ⅱa」で、その後、夏休みを
経て、後期開講の「中国語Ⅱb」や「中国語コミュニケーション」においても、導入した。
ここでは、１つの授業でどう活用したかという形ではなく、３つの授業において、全体的
にどのように活用したかを中心に報告を行う。また、導入成果や思わぬ落とし穴について
も報告する。
　一般的に中国語の授業は【図２】にあるよう流れがあると考えられる。【図２】は、姜・
●・呉（2014）にあるもの（p.51）であるが、中国語で書かれている内容を日本語に訳し
た上で新たに作成したものである。
　【図２】を見ると分かるように、中国語の授業において、大きく「復習」「新しい課の内
容を学習する」「宿題」の３つの部分からなっており、それぞれの部分の中に、さらに細
かい内容がある。例えば、「復習」では、前回内容に対して、「質問」したり、「ディク
テーション」を行ったり、もしくは「宿題」の「各種タスク」に対して、どのように実行
したかを確認する「課題報告」等がある。また、「新しい課の内容を学習する」では、さ
らに、教科書の「単語」「文法」「本文」に対して、どのように処理するかが含まれてい
る。最後に、「宿題」では、また「話す」ことに重点をおいたものや、「書く」ことに重点
をおいたもの、「聞く・話す・読む・書く」の４技能を総合的に鍛えるための「各種タス
ク」がある。
　中国語の授業をスムーズに展開していくためには、【図２】にある各部分の特徴を理解
し、それぞれの部分において、学生や授業環境の現状に応じて、創意工夫を行う必要があ
る。
　ここでは、【図２】にある全体的な流れの各部分（すべてではないが）で、通常の教授
方法に加え、プラスアルファとして、iPadとロイロノートをいかに活用できるかを見てい
く。紙面の都合上、ここでは、各部分における活用法をそれぞれ１つに限定して紹介す
る。
　まず、筆者の担当している授業では、授業最初の10分間を使って、「復習」も兼ねて
ウォーミングアップを行うようにしている。ここでは、これまで習った内容を使って、
「中国語で一言」という課題を学生に課している。
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　例えば、【図３】は、ある日の「中国語で一言」の内容を示しているが、ロイロノート
で事前に課題受付のボックスを用意して、授業開始までに提出するように指示２しておけ
ば、授業開始時にはすべての「中国語で一言」の「文字カード」が集まっており、スムー
２　筆者は受講の学生とLINEのグループを作っており、課題の指示や関連の連絡等はすべてLINE
を通じて行っている。
【図２】中国語授業の流れ
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ズに授業に入ることが可能となっている。なお、学生の提出した「中国語で一言」の「文
字カード」に対して、事前に添削し、「返却」することも可能であるし、提出したカード
をすべてつなげて、カード群にすることで、「全員」へ「送信」をすれば、学生が書いて
くれたものを、書いた本人だけでなく、すべての受講者に有益な情報を共有することが可
能となる。
３　単語のフラッシュカードをつるくのに、Quizletというアプリが有効である。Quizletというア
プリは、写真や音声付きの単語帳を作成できるアプリであり、作成した単語帳の印刷を行う際
に、PDF資料として、写真付きのフラッシュカードを出力することが可能となっている。出力さ
れたフラッシュカードをロイロノートに読み込めば、授業において、使用可能となる。
【図３】導入部における「中国語で一言」の例
　次に、「単語」の導入部においては、単語の朗読や、学生の発音チェック、教師による
解説など、通常の教授法に加え、事前に作成した写真やイラスト付きの単語のフラッシュ
カード３を、ロイロノートを通じて学生全員に配布している【図４】。そうすることで、教
員による単語の一斉提示の他、学生同士でも、配布されたフレッシュカードを使って、互
いに写真やイラストを見て、どこまで単語を言えるかを競うゲームになりうる。
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　また、「文法」の練習等において、導入した文法・文型について、学生が正しく理解で
きたかどうかをチェックするために、文法・文型を使って、例文を作らせるという課題が
よく使われると思われる。通常の授業では、学生が作った例文について、教員がチェック
する方法としては、黒板に書かせる、もしくは、口頭で発表させるなどが考えられる。し
かし、黒板に書かせる場合は、全員に書いてもらうわけにはいかないであろうし、口頭発
表させる場合も、全体で共有しやすくするために、やはり教員が板書をする必要が出てく
る。いずれの方法でも、あまり効率的でないことが分かる。そこで、iPadとロイロノート
を使えば、ロイロノート内で、「文字カード」に例文を書かせ、その「文字カード」をま
たロイロノートで回収すれば、教室のスクリーンに、それぞれの学生がどのような例文を
書いたか、瞬時に示すことが可能である【図５】。教員は、学生が提出したカードの中か
ら代表的例を選び、当該学生に発表させたり、任意の複数枚のカードを選択して、解説し
ながらカード間の比較を行ったりすることも可能である【図６】４。
４　なお、「文字カード」以外にも「写真・動画カード」など、その他のカードも利用可能である
ため、状況に応じて使い分けると効率が更にアップすることが期待できる。また、作成したカー
ドを提出させる際に、学生の氏名を非公開の状態で提示することが可能であるため、間違った例
文について解説を行う際に、学生に恥をかかせることもない。
【図４】ある課の単語の写真付きフラッシュカードの例
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【図５】文法練習の課題提出一覧
【図６】提出課題のカード間の比較
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　最後に、「宿題」の部分における活用法について述べる。
　中国語の授業の宿題に関して、簡単なものから難しいものまで、様々なものがある。例
えば、漢字とピンインを書き写す宿題、文法問題を解く宿題、作文を作成する宿題等、目
的に応じて様々な形がある。筆者の中国語の授業において、上記のような通常行われる課
題の他に、iPadとロイロノートを活用して、音声５や動画を提出させる課題も実施している。
　授業の内容に応じて、学生たちに、会話を作り、それを動画にとり、教員に提出させる
という宿題に関し、動画を専用のYouTubeチャンネルにアップさせる手法も考えられるが、
YouTubeにおいて、学生自らid等を申請しないといけないため、少し煩雑である。一方、
iPadとロイロノートを利用する場合、すでに大学で用意しているidがあるため、学生たち
は、自分たちのスマートフォンにロイロノートのアプリ６を入れ、各自のidでログインす
れば、授業外でもロイロノートを利用することが可能である。実際に、学生たちが提出し
た動画ファイルを見ると、大学の食堂や、図書館の談話スペース、空き教室の一角など、
授業外でも、積極的に中国語を使って、課題をこなしている姿が確認できる７。このよう
に、ロイロノートを利用できることで、どこに行っても、課題の撮影や提出が可能となる
ため、授業外での中国語の使用を促せるという点において、非常に効果的であると考える。
　以上、簡単ではあるが、【図２】にある授業の流れに沿って、「復習」「新しい課の内容
を学習する」「宿題」の各部分において、iPadとロイロノートをいかに活用したか（どう
活用できるか）について、具体例を挙げながら紹介した。
3.1.2　iPadとロイロノートの使用に関する学生の授業評価
　この節では、iPadとロイロノートを使った授業について、学生たちがどのように感じて
いたかについて、報告する。ここでは、2019年度前期に開講した「中国語Ⅱa」の受講者
たちが、前期授業終了前に行った「学生による授業評価」における「自由記述」の内容を
見ることで、学生の感想を見ることにする。「中国語Ⅱa」は、18名の受講生がいたが、自
由記述欄に授業に関する感想を書いてくれた学生は12名いた。自由記述欄では、主に以下
５　学生たちの音声による課題提出について、許（2019）では、LINEの活用法を紹介している。
許（2019）では、教科書の単語や本文について、書き写す宿題と読む宿題を同時に課しており、
学生は紙に書いた単語と本文の資料を提出すると同時に、教員のモデル音声を繰り返し聞いたの
ち、学生自らも音声を録音し、そのデータをLINEで教員に提出するということも求められる。
教員は、学生の音声データを聞きながら、学生の提出した紙の資料に赤ペンでコメントを入れ
る。コメントを書いた資料は、写真に撮り、その場でLINEを通じて学生に返却する。そうする
ことで、学生は、授業開始までに、自分の発音についての指摘を読むことが可能となる。なお、
紙の資料は、最終的に授業の際に返却する。更に詳しい内容は、許（2019）を参照されたい。
６　「ロイロノート」と「ロイロノート・スクール」の２種類のアプリが販売されている。前者は
ローカル環境での個人利用を想定しており、ダウンロードするのに料金がかかるが、後者はクラ
ウド環境での集団使用を想定したものであり、ログインするには、学校から発行されたidとパス
ワードが必要であるが、アプリ本体は無料でダウンロードが可能である。
７　学生の顔等が映っているため、本論文内における写真の掲載はしないことにした。
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の２点について質問をしている。
　（１）この授業でよいと思ったこと
　（２）この授業で改善してほしいこと
　12名の学生が書いてくれた自由記述では、10名の学生がiPadやロイロノートに関する内
容を書いてくれた。内容の項目としては、10項目あり、そのうちの９項目は「（１）この
授業でよいと思ったこと」であり、１項目が「（２）この授業で改善してほしいこと」で
ある。以下にiPadやロイロノートに関する自由記述の内容を具体的に検討する。
　まず、「（１）この授業でよいと思ったこと」にある内容を見てみよう。
①タブレット使用。
②iPadを使った授業が楽しかった。
③iPadを使用して授業するので、いつも復習することができて大変便利なところがよい。
④iPadを使用していて、教材をスマホでも見ることができたので良かった。
⑤iPadを使って楽しく学べたこと。宿題の提出がアプリを通してなので、楽だったこと。
⑥タブレットを使った授業で字が見えないという問題がほとんどなかったし、スマホでも
授業で使った資料が見られたこと。LINEやロイロノートからの提出ができるため、わ
ざわざ提出箱まで行かなくてもよいということが多かったこと。
⑦タブレットを使用するようになり、資料が見えやすくなり、課題提出が家からでも出来
て便利になった。
⑧iPadやアプリを使って、学習したデータを残せるところ。
⑨iPadを使用しての授業がとても面白かったです。ペアを作って動画を撮ったり、iPadに
直接書き込んだりと、体を動かしながら取り組めたのが良かったです。
　以上の内容を見ると、以下のような特徴があることが分かる。
１）具体的に述べてはいないが、タブレットを使用していること自体を評価している意見
（①、②）。
２）タブレットを使用していることを評価した上で、さらに、どこが良かったかを具体的
に述べている意見（③、④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨）。
　２）について、さらに詳しく見ると、学生たちがどこをどのように評価しているかがわ
かる。例えば、意見③、⑧は、「データを残せるから、どこに行っても復習できる」とい
う点を評価している。意見④、⑤、⑥、⑦は、「スマホでも資料を見ることができるため、
資料が見やすくなった」点を評価している。また、意見⑤、⑥、⑦にあるように、「（ロイ
ロノートを活用して）、課題提出が便利になった」との評価や、意見⑨のように、「（ロイ
ロノートを活用して）、作った会話を動画に撮ったり、iPadに直接書き込んだりして、体
を動かしながら取り組めた点が良かった」との評価もある。
　以上の意見を見ると、学生たちは、iPad（さらに学生自身のスマートフォン）とロイロ
ノートの特徴を十分に理解して、中国語の学習に活用していることが分かる。
　一方で、「（２）この授業で改善してほしいこと」のところに次のような意見があった。
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⑩先生が授業中にタブレットに赤ペンで記入する時の文字がスクリーンからでは細すぎて
見えなかった時があったため、生徒のタブレットからも見られるようにしてほしい。
　教員が授業中に、直接iPadに書き込む際、文字の大きさが問題となっているようである。
この点は、教員として、今後十分に気を付けていきたいと考える。
　以上、iPadとロイロノートに関する学生の自由記述の中で、「改善してほしい」点もあ
るが、それよりも多くの学生が「良かったと思う」に書いてあるように、iPadとロイロ
ノートの特徴を理解し、授業内外での活用に非常に前向きにとらえていることが明らかに
なった。
3.1.3　iPadとロイロノート利用における注意点と落とし穴
　これまでの２節では、授業においてiPadとロイロノートをいかに活用したかと、それに
対して学生がいかに評価したかの２点について紹介した。この節では、iPadとロイロノー
トを授業に導入する際の注意点と落とし穴について紹介する。
　長谷川他（2016）では、松坂市立三雲中学校でのICT運用実践を振り返り、ICT運用実
践の落とし穴について、次の３つがあることを紹介している（p70-76）。
　落とし穴①、「タブレットは魔法の道具、使わなければならない？」
　落とし穴②、「こんなことができる」「あんなことができる」
　落とし穴③、「新入生スタートダッシュ、あれもこれも」
　落とし穴①は、タブレット活用することが目標となってしまい、本来の授業目標を見失
いがちになっていたということである。
　落とし穴②は、「こんなことができる」「あんなことができる」と授業で様々なことを試
そうとして混乱したことがあったという。
　落とし穴③は、教師側がタブレットの活用に慣れたことによって、新たに生じた課題だ
という。教師側が慣れたのはいいが、新しく入ってくる学生、つまり、タブレットのアプ
リ等を始めて使う学生の場合、特に新１年生の場合、慣れていない授業方法の中で、慣れ
ていない機械を使いこなさなければならないという状況が生じたということである。
　以上述べた３点の落とし穴について、どれも大変共感できる。
　たとえば、落とし穴①について、確かに今振り返ってみると、筆者も最初のころは、
「せっかくiPadとロイロノートを導入したのだから」と、導入したiPadとロイロノートを
いかに活用したらよいばかり考えていて、本来の授業目標を見失いかけたこともあったと
反省している。導入した機材をいかに活用することを考えること自体はよいことだと考え
るが、それの前提が「授業の本来の目標」であることを忘れてはならない。
　また、落とし穴②について、iPadとロイロノートという強力なツールが使えるというこ
とで、「こんなこと」「あんなこと」を考え、そして、考えたことをどんどん授業で試そう
としたところ、やはり失敗することも多かった。授業で行った様々な活用法それ自体に効
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果が認められることも多いと思われるが、それによって、時間が不足し、90分の授業にお
いて、本来やるべきことができなかったり、課題にすることで無理やり対処したりするこ
ともあった。この点も、反省すべき点であり、今後は長谷川他（2016）でも言及している
ように、ICTの活用は、「活用場面で見る視点」と「決まった時間内での授業デザインで
見る視点」が必要ということを改めて認識しなければならない。
　最後に、落とし穴③についても共感はできるが、幸いにも筆者の場合は、それほど問題
にはなっていない。なぜなら、授業のガイダンス等において、しっかり授業での学習内容
と絡めながら、ある程度時間をとって、実際に操作させながら解説しているからである。
とはいっても、授業においてICTを活用して、授業をスムーズに展開していくためには、
やはり教員と学生の双方、自分たちがこれから使うツールのことについて、熟知する必要
がある。そのために、初回の授業等において、実際に操作させながら丁寧に解説をしてあ
げることを心掛ける必要がある。
3.2　「ビジネス英語」での実践報告
3.2.1　導入の経緯
　この節では、「ビジネス英語」でロイロノート運用に至った経緯と実際に運用した手法
を紹介し、語学面での授業活用における今後の展望を述べる。
　ロイロノートを導入するに至った理由は、語学における授業ツールの習得不足、実戦的
なビジネスシーンへ応用可能な授業形態の実現という２つの課題が存在したからである。
　１つ目の課題は、自身の語学関係の授業に対する経験不足に起因する。半年前まで会社
員として働いていたこともあり、経営学や専門分野に対する授業の経験はあったが、語学
における授業経験が少なかった。通常であれば、授業に対する経験値が高い先生が、この
ような授業支援システムを活用した授業を展開するのであろうが、授業経験がないからこ
そ授業支援システムを通じた授業内容の充実を図るべきだと考え、導入するに至った。ま
た、前職が企業での企画業務であり、このような新しいシステムを顧客の視点にあわせて
導入するという経験があったことも起因している。語学の授業は、リーディング、リスニ
ング、シャドーイング、ディクテーション、ライティング等のいくつかの手法を織り交ぜ
て実施されるが、語学の発音を習得する上で欠かせないのが、リスニングである。リスニ
ングは、語学の授業においては、教材を使って発音を聞き取らせ、学生が設問に答える形
で実施されることが多い。また、語学を教える教員は、正確な発音を重視する上で音声機
器を使いネイティブによる発声を学生に聞かせることも多い。標準的な一連の作業を分解
すると、音声の発信（音声機器の使用）→設問への指示→学生側による回答→解答と解説
といったパターンになる。効果的な授業を展開するには、この一連の作業がコンパクトに
連動されるような授業展開でなければならない。これらがテンポよく展開されてこそ、授
業の集中力を促し、学習への意欲を増す授業となるのであろう。近年、語学授業の教材は
充実されているものの一連の流れを再現するには教員の実力が必要である。円滑に行うこ
とが語学授業のノウハウといえるのだが、その際に重要となるのが音声を流すテンポの良
さである。例えば、１つのコンテンツを学生へ聞かせた後に設問に答えさせる場合、学生
のレベルがバラついていると聞き取れる学生、聞き取れない学生に分かれる。その場合、
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音声発信は１度ではなく複数回聞かせることになるが、連続で聞かせるよりも短文で流し
た方が聞き取れる範囲も広がる。これらは一端に過ぎないが、教員は随時教室の理解度を
確認しながら、長文の細かい短文単位での再生や、再生スピードを調整して学生の理解度
にあわせた音声発信を心がけている。これら音声の発信は、CDラジカセ、DVDなどの映
像機器を使って発信されることが多い。状況にあわせた音声発信の調整は、教室の習熟度
の理解と共に機器操作の習熟が必要不可欠である。ただし、これら一連の流れは標準化さ
れているわけではなく、個人の技量に依存しているのが現状といえよう。いわば個人の先
生に経験値として蓄積されている。それらの経験が少なかったことは、授業当初は大きな
プレッシャーとなり授業形態そのものの改善を必要としていた。
　２つ目の課題は、実戦的なビジネスシーンを想定した授業形態を考える上で受動的な授
業形態では学習に不安を感じていたということである。近年、様々なビジネスシーンを考
慮したBusiness Englishの教科書が販売されているが、総じてビジネスシーンを忠実に再
現している教科書は難易度が高く、クラス分けがされていない当校のビジネス英語クラス
では学習に取り残される学生が多数に及ぶ可能性がある。したがって、難易度を前年度か
ら変化させず、ビジネスシーンを連想させる必要性があった。これら２つの課題を解決す
るためロイロノート導入に至ったのである。
3.2.2　授業での活用方法
　ビジネス英語の授業は全部で15回であるが、ロイロノートを活用した授業は11回実施し
ている。教科書として使用した『はじめてのビジネス・イングリッシュ』（三修社）、ロイ
ロノートの公式サイト、また同様に使用している先生のアドバイスを参考に授業内容の作
成を行ったところ、大きく６つの使用方法に分類できた。ロイロノートは様々な機能があ
るが、主に使用したのは「文字カード」、「文字カード」に備わっている録音機能、課題提
出の締め切り機能、iPadの音声聞き取り機能などである。細かい機能の説明については割
愛する。
①　「文字カード」を使った課題
　「文字カード」を活用した課題設定と、書式を事前に準備した課題設定に対する回答の
２つに分かれる。１つ目の「文字カード」を活用した課題設定は、ロイロノートの「テキ
スト」タブから「文字カード」を呼び出し、そこへ英語でビジネス文書を記入してもら
い、提出をしてもらう課題である。iPadに入力用物理キーボードがついていたことから、
文字入力は比較的スムーズに実施できた。講義序盤で実施したGreeting cardを作成する課
題に対しては、まだ序盤にも関わらず絵や写真、イラストを多用した作品が多かった【図
７】。
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　２つ目の書式を事前に準備した課題とは、ビジネス用途で伝達に使用するMEMOの様
式を制作し、英語の課題文を聞き取らせてMEMOへ回答させる内容である。職場を想定
し、英語での問い合わせ電話を音声にて流し、MEMOは教科書にサンプルとして記載し
てあったものを加工しビジネスで使用する原寸大の大きさへ加工したものである。新入社
員が英語に触れる機会を想定した際、電話応対が圧倒的に多いことが予想される（留学経
験があり語学力を認められて雇われた新入社員であれば話は別であるが）。その際に会社
から求められる能力は、電話の相手が何を言っているのか把握した上で、要点だけを掻い
摘んでMEMOとして残し、然るべき部署へつなげることである。その一連の過程を経験
してもらうため、iPad上でMEMOへ書き込むパターンを想定した課題を設定した。結果、
iPadへ記載するためのペンがなかったことで、MEMO自体に書きにくく、回答はできる
が字がうまく書けないなどの意見が聞かれた【図８】。
【図７】Greeting card作成課題への提出一覧
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②　録音機能を使った英作文
　iPadの文字入力機能を使用し、許挺傑氏のアドバイスを元に実施した。ロイロノートの
「文字カード」機能を使い、課題文を学生に発声させ、Googleの音声入力機能を使用する
ことで音声をテキスト化する課題を設定した。注意点は、課題文は短文であり、課題文の
音声はあらかじめMP3へ変換し学生のロイロノートへ配布していた。最近の音声入力は、
精度があがっており発音と意図しない入力がされるというよりは正確に発音しないと他の
単語と誤認して入力される。正確に発音できない場合は、どこが悪いのかを学生自身が判
断できるようにあらかじめ配布した音声データを使って確認する。一連の行為により、学
生自身が正確な発音を心掛けることで発音が修正されることになる。評価ポイントは、設
定時間内に課題文の音声入力を使って正確に打ち込むこととした。しかしながら、学生の
語学習得レベルの差で課題の完了、未完了にかなりの差がついてしまい一部の学生が授業
時間を延長してしまったのは反省点である。
③　提出箱の締切り機能を生かした課題
　英語の課題文を設定時間内に和訳し、提出させる課題を設定した。これは、ロイロノー
【図８】MEMOへの書き取り課題への提出一覧
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トの提出箱の締め切り機能を活用したゲーム性を持たせた課題である。「文字カード」そ
のものに英文を張り付け、その下に回答欄を準備し和訳を「文字カード」機能で記入して
もらう。課題提出箱は、課題文ごとに設定することで、課題ごとに締め切り時間が設けら
れ、締め切り時間を超えると提出ができない。課題１が10分後の〇時〇分、課題２が20分
後の〇時〇分というように課題を次々に終わられないとすべてが終わらず、最初の課題文
は文の量を少なくし提出時間もある程度余裕をもった構成にしているが、課題４、５にな
るにつれて長文になり時間設定もタイトになる。結果、学生は目先の締め切りを守るため
に必死で取り組む様子が見られた。しかしながら、語学習得レベルの差が如実に表れる結
果となり、語学習得レベルの高い学生は早々に終わっていたが、語学習得レベルの高くな
い一部の学生からは、課題がハードすぎるという意見があった。
④　教科書の課題文を秒数以内に録音させる課題
　教科書の課題文をPDF化し、ロイロノート上で使用できる学習教材に加工した上で、予
め設定した秒数で読み上げ録音させる【図９】。課題文は、複数名の会話で構成されてい
ることから２名～４名グループを作り、互いのiPadで順番に録音していく。学生には、教
科書の音声CDをMP3へ変換したものを学生のロイロノートへ配布し、個人で聞ける状態
にしておく。この課題での評価のポイントは、設定した時間内に録音できるということを
重視した。設定時間は、教科書の録音時間にあわせて音声スピード＋５秒～10秒で設定し
た。録音時間を評価ポイントとして重視したのは、複数人を交える会話の場合、相手の会
話と時間を空けずにすぐに発声しないと滞留時間が積み重なってしまい、設定時間に終わ
るはずがないからである。これを防ぐためには、語学を交えた連携であり、習得するため
には個人単位で何度も課題文の音声を聞き、発音の流れをもとに時間を体に叩き込み、そ
の上でグループによる練習が必要になる。もちろん当初からこの課題を設定したわけでは
ない。最初は問題文を回答させ、それを個人単位で録音し提出というところから始め、２
人ペアでの課題提出をしてある程度形式に慣れた上で、授業後半でチームによる課題とし
た。この課題の良い点は、発声を使ったチーム単位での課題であったため主体的に取り組
むチームが大半であった【写真１】。しかしながら、英語の技量が未熟な学生にとっては、
課題文自体が難しく、文脈の理解というよりは発音のモノマネに終わってしまっていた。
また、課題文の理解→発音の習得→発声と録音という一連の作業は時間がかかり、30分以
上かかるチームも存在したことから内容がハードでしんどいという声が聞かれた。この課
題では、語学を学ぶことは過程であり、語学を習得した上でチームワークによる連携がな
いと課題を終わらせることができないという設定が、課題をハードにした要因であった。
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⑤　「文字カード」機能と録音機能を使ったプレゼンテーションの作成
　スライドの内容はSlide1 Title & Introduction, Slide2 Main point one, Slide 3 Main point 
two, Slide 4 Main point three, Slide 5 Conclusionと大まかに内容を設定した上でサンプル
を見せる。学生は、その形式に沿ったプレゼン資料を「文字カード」で作成し、「文字
カード」のページごとに設定した時間内にプレゼン内容を発音させ、録音するという課題
を設定した。
　これまでの集大成であり、英語による発音、作文能力全てを入れ込む形にしていた。結
果、当初想定していたレベルを大きく上回り、録音は当然のことながらプレゼン資料はイ
ラストや写真を多用した高レベルな内容に仕上げる学生もおり、電子機器への習熟の高さ
を実感した。一方で、プレゼン内容は学生の語学習得レベルによって大きく別れており、
採点する側も全てをチェックして添削するには多大な労力を費やし、納得のいくフィード
バックができたかというと疑問である。また、学生に対する共有の方法もプレゼン資料を
個人単位で作成したため、数人のベストプラクティスを流す形にしたが、録音されたもの
を聞く学生の反応はあまりいいものではなかった。
⑥　授業補助ツールとしての活用
　小テストを紙で実施する。隣同士で答案を交換させた上で回答を教員のロイロノートか
【図９】教科書の課題文を秒数以内に録音させる課題　資料
【写真１】課題に取り組む学生の様子
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ら学生のロイロノートに送り、採点させ答案を隣に戻し本人のiPadで写真撮影させ画像を
アップロードさせる。これにより採点時間とテストの返却といった時間が省け、学生に
とってはすぐに自分のミスを確認できる。教員は写真で答案用紙を確認できるため保管の
面からも合理的といえる。
3.2.3　課題への効果
　ロイロノートを導入するに至った理由は、語学における授業ツールの習得不足、実戦的
なビジネスシーンへ応用可能な授業形態の実現という２つであったが、２つの課題に対し
てはある程度効果を発揮したといえる。１つ目の語学における授業ツールの習得不足に関
しては、事前準備を進めることができた点と、リスニングを教室で一斉に流すのではなく
個人単位で聞くようにしたことで、学生自身が英語の音声を聞き取れなかった場合、その
部分を「自らが再生し聞き取る」環境を作ったことにより教員の負担が減ったということ
である。授業全体を個人にあわせるのではなく、個人が授業を自身の語学習熟レベルの再
生スピードにあわせるという発想が授業ツールの習得不足といった技量不足を解消したと
も捉えることができる。ただし、教員は授業の資料作成や、音源を電子データへ変換し学
生へ配布する等ロイロノートの活用方法を学ばなければならず、それら習熟にかける時間
をあわせると時間的には大差はない。しかしながら、通常の授業に対して、ある程度事前
準備して自身で模擬授業ができる点から有利だと考えられる。
　２点目の実戦的なビジネスシーンへ応用可能な授業形態の実現に関しては、アウトプッ
ト重視の授業により実現に向けて進んでいる。前述したように、ビジネスシーンではイン
プットしたものを効率よくアウトプットし専門の人間に引き継ぐといった要素が重要であ
る。その際、インプットは評価にならずアウトプットのみが評価される。アウトプット自
体は、ミスをしてもいいから積極的に語学を発する習慣を身に付けることが必要であり、
語学に関連した業務に関わりたいという人こそ、積極的な職場でのPRが必要になる。今
回のロイロノートを使った語学の授業はインプットとアウトプットの比率でいうと５：５
にまで達する。理想は３：７であるが、これら比率を引き上げるにあたり、ロイロノート
は十分にその役割を果たしたといえる。また、学生の授業評価も高く、実践的であったと
いうコメントも複数あったことから、今後更なる授業内容の改善に努めたいと考えてい
る。
3.2.4　ロイロノートの今後の課題
　今回使用したことによりいくつかの課題が浮き彫りになった。
　１つ目は、語学レベルの差による待ち時間の発生である。語学レベルの高い学生は早々
に課題を終わらせるのに対して語学レベルの低い学生は倍の時間をかけても解けないこと
もあった。次の課題にいければよいが全体解説も必要であるため、待ち時間が発生した場
合の課題を準備せねばならずすべての進捗を管理し進めていくには多分に苦労した。特に
留学生に対しては別で対応する必要がある。通常、英語から母国語へ翻訳、もしくはその
逆が多いが留学生は日本語を母国語同様に変換できないため、英訳の場合は日本語→母国
語→英語と１プロセス多くなり難解であった。時間を倍にするなど個別で対応したもの
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の、それ以外の配慮が必要である。
　２つ目は、解説の充実である。ロイロノートはアウトプット要素が多く、学生が英作文
をした場合、解答を準備していてもそれ以外の英文表現で意味が通じる場合がある。他の
授業にもいえることであるが、アウトプットが多くなると添削も含めた教員側のコメント
の充実が求められることになる。
　３つ目は、授業の資料作成時の猥雑さである。ロイロノートは教材をワードやパワーポ
イントで準備し、それをPDF化してロイロノート上にアップロードしなければならない。
また、教材は通常パソコンで作成し、それをネット上のロイロノートのホームページへ
アップロードするため、修正が発生した場合はパソコン上で修正し、それを再度ホーム
ページにアップロードすることになる。資料が複数に及んだ場合、その作業工数は膨大で
あり直前の微修正などができない。基本的な活用で工数がかかることが課題であり、今後
改善が必要な点である。
3.3　「地域コンテンツ論」での実践報告
3.3.1　導入の経緯
　この節では、「地域コンテンツ論」という授業におけるロイロノート導入の経緯とその
利点と課題について報告する。
　本授業では、「地域コンテンツ」と呼ばれる地域の特性を活かした名産品、地域観光地
のブランディングについて学び、最終課題として受講生自身が地域資源を活用したコンテ
ンツ企画を立案する小演習まで行なっている。本授業にてロイロノートを導入する狙い
は、主に学生における相互学習の円滑化である。相互学習とは、「二者あるいはグループ
の間で起こる情報転移や知識共有等の相互作用を通じて、各人が新しい考え方を獲得して
行動を変容させていくこと」とされている８。
　授業では小演習にて地域コンテンツを活用した企画の立案を目的に、既存の先行事例考
察からグループワークによる企画プランニング・発表までを行なっている。独自性の高い
企画とするためにも、できるだけ幅広く多くの知識に触れてもらうことが重要である。講
義でも地域資源の特性を生かした取組を紹介するが、視点の多様さや知識の深度を重視す
るため紹介事例が限られてしまう。教員による紹介事例を学ぶだけでは学生のインプット
量が少なく、ユニークな企画を立案するにはやや不十分である。それゆえに、これまでの
授業では参考事例の見識や考察の幅を広げるため、学生の視点や知識を交換共有する相互
学習を重視してきた。学生による相互学習の利点は、学生が理解可能な範囲で事例を抽出
できること、また個人では調べられない範囲の事例を把握できることがある。また少数で
はあるが、学生視点ならではのユニークな先行事例が出てくる場合もある。自分とは異な
る他者の視点を取り入れ、事物に対する理解を広げ、知識を深めるためにも学生同士の相
互学習は有効と考える。これまでは、学生意見を集約するために、授業内で学生個々に発
８　株式会社日本能率協会マネジメントセンター「用語集」
https://www.jmam.co.jp/word/detail/1210271_1891.html（2019年11月30日閲覧）
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言を促したり、出席票の裏側に学生の意見を筆記させたりしていたが、共有の際には板書
や資料提示装置などを使用し、可能なかぎり学生意見を一覧できるようにするが、すべて
の意見を比較検討することはできない。また毎回単発の授業ごとの比較となるため、過去
の記録を参照しようとしても、以前の回答を参考にする場合には記憶に頼ることが多く、
情報共有として不十分さが否めなかった。
3.3.2　授業での活用方法
　今回、上記の課題にあたり、ロイロノートの諸機能を利用し、学生同士の意見交換・共
有からプレゼンテーションまで行った。本項では、とりわけ「提出」機能の利点について
所感を述べたい。利点とされる理由は２つあり、１つ目は意見集約に要する時間の節減、
２つ目は提出意見の比較検討である。１つ目の時間節減については、先述したように、学
生の意見交換を行なうにあたり従来の手法では、意見を記入した用紙の収集や学生意見の
板書や資料提示装置などで公開を行なうなど、意見の収集や共有に相当な時間を要してい
た。それに対して、本アプリの提出機能では、設定テーマごとに「提出ボックス」を作成
し、指定された時間内に回答を提出してもらう。そのため、意見集約にかかる時間と手間
は紙媒体で行なうよりも大幅に削減される。また集約された意見を一括表示することも可
能であるため、意見を板書したり、整理して並べたりする手間も要さない。２つ目の提出
意見の比較検討については、受講生が提出した意見を画面上に一括表示できるため、各受
講生の視点の相違を確認することが可能である。また視点の相違を確認することが異なる
視点の共有につながるため、受講生に対して他学生の意見を学ぶ機会になっているとも言
える。こうして、短時間の間に手際よく意見集約と共有を行なえるため、事例検討におい
ても複数回テーマを変えて実施することが可能である。
　本授業では、地域コンテンツのマーケティングにおける商品やサービスの流通（Place）
戦略による高付加価値化の事例を理解するために、上記の機能を利用して学生相互の意見
交換と共有を図った。授業では、はじめに大分県の地域ブランド食材である「関あじ・関
サバ」におけるマーケティング戦略について概要を紹介し、現状で主に県内のみ流通して
いる地域コンテンツをモデルとして流通戦略を理解する。
　まず、はじめに「関あじ・関サバ」の流通戦略の概要を説明したい。1980年代に大分県
佐賀関町で収穫されるあじやサバといった近海物は「関のもの」として高い評価を受け、
他地域のものより比較的高値で取引されていた。関あじ・関サバの事例は、地元の市場だ
けではなく福岡や東京といった高品質食材が高値で取引される地域で流通させることで、
商品の付加価値を高め、ブランド化の成功をおさめたものである（小林2016）。関あじ・
関サバのように地域資源のブランド化の可能性を検討するために、授業では大分県内に身
近な事例で、まだ県外での流通が少なく、商品の高付加価値化が可能と想定される事例に
ついて意見交換を行った。意見交換には、ロイロノートの「提出」機能を用い、学生から
「やせうま」「だんご汁」をはじめとした地域の郷土料理をはじめ、「かぼすジュース」な
ど大分県内で流通する加工食品などの意見が寄せられた。意見提案の後、学生からの提案
内容を一覧しながら、口頭による意見交換で、具体的な流通戦略の検討素材として「かぼ
すジュース」に着目することとした。かぼすジュースの原料となるかぼすは、大分県内で
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生産・消費され大分の食文化を代表する柑橘類であり、それゆえか県外での知名度が低
く、主に県内のみで消費されているのが現状である。ゆえに県外での流通可能性について
検討するにあたり、授業では引き続き、主に県外での流通候補地に関して意見交換を行
なった。学生からの意見としては、湘南や熱海などの避暑地があげられ、かぼす果汁が有
する清涼感を提案していくものであった。
　以上のように、地域コンテンツのマーケティングにおける流通戦略を学ぶために、対象
となる事案のリストアップから流通候補地の選定に関する検討まで行なった。提出機能の
利点については先述のとおりであるが、意見の集約と比較、そして意見の選定から実践の
検討までスムーズに行えた点は興味深い。授業では、最終的に考案したプレゼンテーショ
ンまで行う。ロイロノートの発表スライド作成についてもウェブ上で紹介されている事例
と同様に利点の多いものであったが、他事例で行われるものと同様のため本項では割愛す
る。
3.3.3　学生の授業評価
　授業への学生評価としては、アンケートの自由解答欄に受講生16名中11名の回答があ
り、「（１）この授業で良いと思ったこと」については、以下のような回答が寄せられた。
①　他人の考えやアイディアを知ることができた
②　自分の感性や考えを発信できる
③　毎回、自分で考える時間やペアワークの時間があること
④　大分のコンテンツを対象に自分たちで新しいプランを考える
⑤　自分たちでプランニングをするので、知らなかった知識を得られた
⑥　企画やプランを発表できる
⑦　ロイロノートが使いやすい
⑧　ロイロノートを利用するので、他の人のアイディアや考え方がわかる
⑨　大分の魅力を再発見できる
⑩　大分県内の様々な観光資源を知ることができた
⑪　地域を再発見できる
　以上の回答から①②③④⑤⑥では相互学習やグループワークに対する評価を得られ、⑦
⑧よりロイロノートに対する評価があったと考えられる。学生にとっては、自身の思考を
整理し意見表明を行なえること、他者の意見を学び、アイディアを共有する相互学習に一
定の評価があったと考えられる。ロイロノートに関する記述もあり、意見交換と情報共有
の利点を述べる意見もあった。改善点に関する回答は無記入か「とくになし」であった。
3.3.3　今後の課題
　今回、ロイロノートの「提出」機能に関する意見交換と共有の有効性を検討してきた。
上述のような相互学習が可能であるのも、本授業が16名という少人数授業であったことも
理由にある。30名以上の授業では、おそらく、学生意見の一括表示をしたとしても、すべ
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ての意見に対してレビューを加えることは難しく、また多様な意見が出すぎる弊害も出て
くるだろう。さらに学生の意見集約と共有に関しては、ロイロノート以外にも、株式会社
ネットマンが提供するC-Learningなど、様々な学習支援ソフトウェアが存在する。
C-Learningとロイロノート等の学習支援ソフトウェアの比較については、本項のテーマ
と外れるため別稿を待つとして、意見の集約共有並びにプレゼン資料作成についてはロイ
ロノートに利点がある９。しかし、ロイロノートはC-Learningが有する出席管理機能やア
ンケート集約統計などの機能を実装していないため、どちらに優劣があるというよりは、
教員個々のニーズに従ってソフトウェアを使い分けるのが適当だろう。本授業は講義であ
るが、知識習得だけでなく知識生産を視野に入れた実習要素を加えたものとしているた
め、意見の集約や比較検討の機能が充実しているロイロノートは本授業には適していた。
上述のようにロイロノートの諸機能は、教員から学生への一方的な知識供与だけでなく、
あるいは学生相互の学びを促す点も注目したい。おそらく、今後もロイロノート同様の機
能を有する学習支援サービスは次々と開発され続ける。今後は、さまざまなソフトウェア
を有効に活用しながらも、教員としてはまずは学生個々人の知的好奇心や意欲をどのよう
に育むか、そこに必要な手法をデジタル・アナログ問わず様々に有していることが肝要に
なると思われる。
４．まとめと今後の課題
　本稿では、国際総合学科の教員３名が、それぞれの担当授業において、iPadとロイロ
ノートをいかに活用したか、その授業実践を報告した。
　iPadとロイロノートの豊富な機能について、実際の授業において、どのように活用した
かは、教員によって共通している点もある一方で、異なる点もある。しかし、いずれの授
業でも、iPadとロイロノートの導入前と導入後、大きな変化が生じたことは確かであろ
う。
　授業において、ICTをいかに活用するかに関して、絶対的な正解はないかと思われるが、
授業の性質、学生の特徴、教員自身の能力、ICTツールの特徴などをきちんと理解した上
で、試行錯誤をしながら、最適解を導き出すほかないかと考える。
　本稿は、今後本学（もしくは他大学）の他の教員が、授業でiPadとロイロノートを導入
する際の参考になれば幸いである。
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